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機械器具 25 医療用鏡  
 一般医療機器 内視鏡用部品アダプタ 37090010 

 

COOK フュージョンガイドワイヤーロッキングデバイス 
 
再使用禁止 
 

【禁忌・禁止】 

1. 再使用禁止 

2. 再滅菌禁止［品質が劣化するおそれがある］ 

 
【形状・構造及び原理等】 
1. 形状・構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

品番 適合内視鏡 

FS-WL-O-S オリンパス製、フジノン（FTS）製 

FS-WL-P-S ペンタックス製 

 

2. 原理 

本品は、内視鏡的胆管用医療機器と共に使用され、内視鏡的逆行性

胆道膵管造影法(ERCP)での手技において、ガイドワイヤーを固定する

ために用いるアクセサリーである。 

 
【使用目的又は効果】 

本品は、内視鏡的胆管用医療機器と共に使用され、内視鏡的逆行性

胆道膵管造影法(ERCP)での手技において、ガイドワイヤーを固定する

ために用いるアクセサリーである。 

 

【使用方法等】 

1. 使用方法 

① 矢印の箇所を指で押しながら（図１）、本品を内視鏡の鉗子チャンネ

ルに確実に取り付ける（図２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 必要に応じて本品のキャップに水溶性潤滑剤を塗布する。これによ

り、本品にガイドワイヤー等のデバイスを通し易くなる。 

③ ガイドワイヤーを固定するには、図３及び４のように、ガイドワイヤーを

通す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ ガイドワイヤーの固定を外す時は、手順３の操作を逆に行う。 

⑤ 矢印の箇所を指で押しながら（図５）、本品を内視鏡の鉗子チャンネ

ルから取り外す（図６）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

2. 使用方法等に関連する使用上の注意 

1) ガイドワイヤー固定部にガイドワイヤーを通す時には、ガイドワイヤ

ー固定部の溝にガイドワイヤーを確実にはめ込んで外れないよう

にすること。 

2) 操作中に抵抗を感じた場合は、操作を中断し抵抗の原因を取り除

くこと｡［無理に操作した場合、本品や本品と共に使用するデバイス、

あるいは内視鏡の破損につながるおそれがある］ 

3) 併用するガイドワイヤーは、挿入する前に滅菌水、又は生理食塩

水に浸し、十分に濡らした状態で使用すること。 

 

【使用上の注意】 
1. 不具合・有害事象 

本品の使用に伴い、以下のような不具合・有害事象が発生する場合が

ある。 

1) 重大な不具合 

（1） 本品の破損 

 

【保管方法及び有効期間等】 
1. 保管方法 

水濡れに注意し、高温、多湿、直射光を避けて保管すること。 
 

2. 有効期間 

使用期限は包装に表示されている。[自己認証による] 

 
【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

《製造販売業者》 

クックメディカルジャパン合同会社 

連絡先 TEL：0120-289-902 

キャップ 
ガイドワイヤー固定部 
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